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＜実践・事例報告＞ 
 
視覚障害者への図書提供：発展過程とサービス内容 
 
 
田中 徹二 
 
 
本稿は，2016 年 10 月 15 日，明治大学図書館情報学研究会シンポジウムでの講演内容を       
もとに，加筆してまとめたものである。現在，視覚障害者等を対象にした図書館は全国で 
86 館あるが，そのサービス内容や発展過程を知るために，最も歴史の古い日本点字図書館 
の実績をたどる。具体的には，全国の利用者を対象に，なぜ無料貸出ができたのか，点字・ 
音声図書を製作するのに， 著作権法の制限がいかに役に立ち，マラケシュ条約に影響した 
のかを述べる。さらに，類例を見ない最新のインターネット図書館の状況も紹介する。 
      
 
 
はじめに 
 
 視覚障害者向け図書館と公共図書館の根本的な違
いは3点ある。一つ目は，蔵書である点字・音声図
書を自ら製作しなければならない点，二つ目は，貸
出がほぼすべて郵送に頼っている点，三つ目は所轄
官庁が厚生労働省であって，文部科学省ではない点
である。1980年代に入って，この世界にもデジタル
化が押し寄せて，今ではインターネットによる配信
が実現している。しかし，利用する視覚障害者側に
パソコンの操作が困難な者が多く，現在でも郵送に
よる貸出は主流である。 
 一方，蔵書製作は，全国のボランティアによって
支えられている。ここでもデジタル化は確実に進行
し，点字製作は1988年，日本アイ・ビー・エム社
の社会貢献活動「てんやく広場」の登場により一気
に花開いた。また，音声図書も1990年代からパソ
コンを使うようになり，インターネットライブラリ
ーが実現した。 
 このような視覚障害者向け図書館の状況を知るに
は，最も歴史のある日本点字図書館（以下，日点）
の発展過程を紹介するのが，事例報告として最適で
あると考える。 
                        
2017年1月11日受理 
たなかてつじ 日本点字図書館 
1. 本間一夫（1915～2003）の業績 
  
 本間は，1940年11月10日，日本盲人図書館を
開館した。北海道増毛町でニシン漁や海運業を営む
家に生まれた本間は，5歳で失明，その後，函館盲
唖院，関西学院大学を卒業した。 
 
   ロンドンには蔵書十七万冊をもつ世界一大 
きな点字図書館があって，その書棚を全部連 
ねると三マイル半（約五・六キロメートル） 
にもなると書いてあり，私はそれを読んで胸 
がおどりました1) 
 
 これは，好本督 2)の著書 3)を本間が読み，その感
動を自書にしたためた一節である。この本との出会
いによって，本間は点字図書館をライフワークにす
ることを決心した。そのころ，視覚障害者向け図書
館と称しているものがいくつか存在していた。それ
について，斎藤百合 4)が，中央盲人福祉協会の機関
誌に次のように書いている。 
 
   然るに我が国に於て現在點字圖書館である 
と呼ばれてゐるもの－勿論多數ある譯ではな 
いが－殆んど皆が皆有り合せの圖書を全く無 
方針に蒐集したに過ぎないものばかりである 
と云つても過言では無い有様である 5) 
 本間は，この文を日点の開設準備中に，わざわざ
点字で書き写していることを見ても，強い関心があ
ったことは確かであろう。 
しかし，本間が開館した日本盲人図書館も，当初
は購入した点字図書700冊しかなかった。したがっ
て，その後の後藤静香 6)の点訳奉仕運動などの支援
がなければ，齋藤の言う図書館ではないものに終わ
っていたかもしれない。全国に誕生した点訳奉仕者
から，点訳書が次々に日点に送られてくるようにな
り，蔵書が増えたことによって，日点は，図書館と
しての体裁を整えることができたのである。 
 奉仕者から送られた点訳書は，太平洋戦争という
過酷な社会情勢のなかでも増え続け，増毛に疎開し
ていた1947年には，蔵書3,027冊に達していた。1
冊の点訳に数か月もかかっていた時代，わずか7年
でこの数に達したのは，いかに多くの奉仕者が戦渦
のなか，点訳に没頭していたかを物語っている。 
 戦後，1948年，現在地の東京都新宿区高田馬場に
もどってきたとき，日本点字図書館と改称した。“図
書館の再建にあたって点訳活動については，後藤静
香氏によって点訳奉仕団が，井上当蔵氏によって点
字奉公会が再発足されることになった”7)とある。
戦後も，点訳奉仕活動は続いていった。 
 1958年，日点は，テープライブラリーを併設して，
点字・音声図書の提供を始めるようになり，現在の
基礎を築いたのである。音声図書の製作も点字図書
と同じく，ボランティアによって賄われた。財政的
には苦しいなか，募金を世に訴え，ボランティアの
養成に力を注いだ本間の努力が，日点を維持し続け
たのである。 
 
2. アナログ時代の日点 
  
 まず，点字図書の製作にふれる。点訳の作業は，
点字盤の定規に用紙をはさみ，点筆で，1点ずつ打
っていくという作業であった。（写真1）点字用紙
の表裏に打点していくが，もし裏の最後の部分で，
文字を抜かしたりすると，それまで書いてきた2ペ
ージ分がすべて無駄になり，改めて打ち直さなけれ
ばならなかった。細心の注意を要するという非常に
手間がかかるものであった。また，新書版ぐらいの
ものが，点字では数冊になるという作業でもあった。
こうした地道な作業を担ってくれるボランティアを
養成するのも，日点にとっては大切な仕事である。
全国の希望者を対象に，通信教育で養成する仕方が
長年続いた。 
 
 
写真1 点字器手元 
 
 この点訳作業は，点字タイプライター「ライトブ
レーラー」（写真2）の開発によって，点字盤から
タイプへとしだいに変わっていった。点字蔵書の製
作については，パソコン点訳に変わるまで，約50
年にわたって変化のない時代が続いたのである。 
 
 
写真2 点字タイプライターの「ライトブレーラー」 
 
 この点訳に対し，多部数の点字書を製作する点字
出版は，はるかに古い歴史がある。点字製版機で亜
鉛板に凸点を打ち，2枚の亜鉛板の間に用紙を挟み，
圧縮して印刷するという方式である。 
 
1910（明治43）年には日本盲人協会，1917 
（大正6）年には東京光の家，1922（大正11） 
年にはライトハウス（現在の日本ライトハウ 
スの前身），1926（大正15）年には日本鍼按 
協会（現在の東京点字出版所）などが設立され，
点字図書の出版を開始しました 8)  
 
日点が創立時にそろえた点字図書は，こうした出
版所で製作販売されていたものである。 
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 一方，音声図書の製作は，大きな変化に見舞われ
た。1958年，テープライブラリーを発足させたとき
は，オープンリールテープに音声を吹き込んで，リ
ールの直径が7インチのものを使用していた。1冊
の原書が，いくつものリールになるので，貸出の郵
送は大量になり，困難を極めた。 
 こうした状況のもと，理解を示した松下電器産業
（当時）が，1966年，盲人用4トラック・テープ
レコーダーRQ8115を日点のために開発してくれた。
一般用のテープレコーダーは2トラックだったので，
2倍の時間，録音することができる。しかも，5イ
ンチのリールなので，小型化，軽量化でき，貸出は
大いに伸びたのである。 
 やがてカセットテープが登場し，音声図書もカセ
ットテープに変わっていった。日点では，オープン
リールテープでの経験から，松下電器産業に盲人用
カセットテープレコーダーの開発を要請し，1976
年，2スピード盲人用カセットテープレコーダーが
開発された。つまり，遅いスピードで録音すれば，
一般のレコーダーの2倍録音できたのである。これ
によって，大量にあったオープンリールの蔵書を，
カセットテープにコピーすることができ，1977年に
は，カセットテープの貸出に切り替えたのである。 
 デジタル録音が実現するまでの間，音声図書の製
作は，オーディオ機器の発展とともに，大きな変革
を体験しなければならなかった。これは，デジタル
時代においても同じである。現在はCDに録音して
いるが，CDがいつまで存続するかはわからない。
これからもメディアが変わるごとに，対応していか
なければならないし，利用者は，それに対応する機
器をそろえなければならないのである。   
 
 3. 郵便料金の無料化と著作権 
 
全国の視覚障害者を利用の対象にしている日点
にとって，点字・音声図書の郵送料は，最大の課題
であった。 
 「日本の点字郵便のあゆみ」9)に，その経緯があ
る。現在では，内国郵便約款の第33条で定められ
ている第四種郵便物のなかに，点字郵便物，特定録
音物等郵便物についての規定がある。それにより郵
便料金の減免が決められているが，1961年に無料に
なるまで，以下のような変遷を遂げている。 
 1917年，4種盲人用点字は50匁まで2銭となっ
た。1926年，150匁１銭となり，1931年，550g1
銭，1937年，600g5厘，1942年，1kg1銭，1945
年，1kgごと3銭，1946年，1kgごと5銭，1947
年，1kgまで15銭，1948年に，4種盲人用点字印
刷物と名称が変わり，１kgまで50銭となった。19
49年には，1kgまで80銭となり，1951年，1kgま
で1円となって，無料になるまで10年間続いた。 
 また，音声図書の郵送料も，点字と同時に無料に
なっている。 
 一方，点字・音声図書を製作するにあたり，著作
権者の許諾を得る作業は，日点にとって大きな負担
であった。実際に許諾のお願いを拒否された例もあ
った。それが1970年，著作権法の改正によって，
第37条が追加され，視覚障害者用図書の製作に，
権利の制限が加えられた。つまり点字図書館では，
著作権者の許諾を得ることなく，自由に著作物を点
字化，音声化できるようになったのである。 
 点字，音声のデジタル化が進行するなか，2001
年に，点字データの公衆送信権が認められ，2007
年には，音声データも公衆送信できるようになった。 
 2009年になると，比較的大きな改正が行われ，以
下のようになった 10)。この改正により，認可された
一部の公共図書館が音声図書を著作権者の許可なし
に製作できるようになった。 
 （→の前は，改正前，後は改正後） 
・障害の種類 
 視覚障害者 → 視覚障害者その他視覚による表
現の認識に障害のある者 （発達障害，色覚障害等も
対象に） 
・複製等が認められる主体 
 点字図書館等の視覚障害者の福祉の増進を目的と
する施設（政令指定） → 視覚障害者等の福祉に
関する事業を行う者（政令指定）（公共図書館等も
指定可能に） 
・認められる行為 
 録音図書の作成，録音物の貸出，自動公衆送信 → 
視覚障害者等が必要な方式での複製，その複製物の
貸出，譲渡，自動公衆送信 （拡大図書，デジタル図
書等の障害者が必要とする方式で作成が可能に） 
 
4. デジタル化の到来 
 
  点訳作業は，前述したように「てんやく広場」に
よって始まった。日点でも1991年にパソコン点訳
講習会を開いている。全国の点字図書館やボランテ
ィア・グループでもパソコン点訳が普及し，点訳デ
 ータが蓄積されていった。その結果として，インタ
ーネット配信をする「ないーぶネット」が1998年
に厚生労働省で予算化され，日点がそのシステム管
理を引き受けたのである。2001年に本格稼働し，2
016年10月で182,885タイトルに達している。 
 点字出版が点訳よりかなり早く始まったように，
デジタル化も早かった。1984年に点字カセットシス
テム研究会 11)の研究開発の成果である点字自動製
版機ブレイルシャトル（写真3）が完成した。そし
て，日点では，1986年にコンピュータによる製版シ
ステムが本格始動したのである。しかし，製版シス
テムはデジタル化されたが，亜鉛板に用紙をはさん
で1枚ずつ印刷する方式は，現在でも人の手によっ
て行われている。 
 
 
写真3 点字自動製版機ブレイルシャトル 
 
 一方，音声図書のデジタル化は，1990年，スウェ
ーデンでDAISY 12)が開発されたことを契機に始ま
った。DAISYで編集する音声図書が，1997年，国
際図書館連盟の盲人図書館セクションで，国際基準
として認められた。わが国では，1998年，シナノケ
ンシ株式会社がデイジー再生機を開発し，デイジー
音声図書が聴けるようになった。1999年には，日点
でも，デイジー音声図書の貸出を開始した。そして，
2011年，カセットテープによる音声図書サービスを
ようやく終了することができたのである。 
2004年に，「びぶりおネット」が開始された。こ
れは，わが国で二番目に大きい盲人図書館である日
本ライトハウス情報文化センターが製作した音声デ
ータと，日点の製作データをインターネット配信す
る録音図書ネットワーク配信サービスである。その
利用者が急増し，2010年には，全国視覚障害者情報
提供施設協会に所属する音声データ製作館の要望も
入れ，ないーぶネットを組み込んだ視覚障害者情報
総合ネットワーク「サピエ」が誕生したのである。
音声データは，2016年10月現在で，69,443タイト
ルに達しており，日点1館では，とても到達できな
い数字となっている。 
 さらに，サピエでは，ボランティアが録音した音
声データだけでなく，テキストデイジ  ー13)，マルチ
メディアデイジー14)といった図書データも製作され
ている。 
 
5. マラケシュ条約と障害者差別解消法の影響 
 
 視覚障害者等の著作物へのアクセスを促進するた
めのマラケシュ条約が，世界知的所有権機関（WIP
O）によって2013年採択され，20か国の批准を経
て，2016年に発効した。内容は，世界の視覚障害者，
読字障害者のために，著作物へのアクセスを改善す
るための条約である。前述したように，わが国の著
作権法では，視覚障害者等に点字図書やDAISY図
書を提供する際，著作権の制限がすでに課せられて
いる。しかし，一点違うのは，マラケシュ条約では，
「身体障害により，書物を支えること，または扱う
ことができない者」が含まれていることである。 
 わが国では，この条約をまだ批准していないが，
批准するということになると，身体障害者も含まれ
ることになるであろう。 
 一方，世界的な状況をみると，途上国は別にして，
特にヨーロッパの国々では，それぞれの著作権法が，
マラケシュ条約の水準に達していない。条約を批准
して国内法を改訂するのには，相当な時間を要する
ものと思われる。わが国の事情と大いに異なる点で
ある。 
 これに対して，障害を理由とする差別の解消の推
進に関する法律（障害者差別解消法）の施行は，公
共図書館等にかなり影響するであろうと予想される。
そもそも，この法律が2016年に施行された背景に
は，国連で2008年に発行した障害者の権利に関す
る条約（障害者権利条約）がある。わが国でこの条
約を批准するにあたり，国内法が整備されていない
という障害者団体の批判で制定された。これにより，
公の機関では，障害者に対し合理的配慮が義務付け
られたのである。 
つまり，公共図書館に視覚障害者等が来て，自力
で読める本を提供してほしいと言われたとき，「用
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意していないから」と簡単に断れない状況が出現し
たといってよい。国立国会図書館でも，同関西館で，
視覚障害者等のための体制作りを着々と始めている。
申請により音声図書製作の著作権の制限が認められ
る公共図書館にとっては課題の一つであろう。 
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